
２０１７－２ ミニ解説 

１ 

問 1 (1)0.6×20で秒速 12ｍ速くなるので、秒速 343.5ｍとなる。  (2)331.5×4＝1326 

問 2 (1)光の性質と同じものを選べばよい。 (2)往復３秒なので、1500×1.5＝2250 

問 3 光や音の屈折については小学校では学習しないが、問題文からどのように屈折するかを読み

取る。空気からガラスに入るときは図 3のように境目から遠ざかるように、ガラスから空気に出る

ときには図 4のように境目に近づくように曲がる道すじを選べばよい。また、プリズムをレンズの

一部ととらえ、焦点に集まるような道すじを考えてもよい。 

問 4 屈折という現象が速さの変化で起こること、音の速さは温度によって変化すること、この２

つを統合して考えることができるかどうかを問う問題である。地面と上空の温度差は、冬は足下が

しんしんと冷えるという日常の経験から考えることができる。 

 

２ 

問 1 加えた水酸化ナトリウム水溶液の体積と残った固体の重さの関係から、塩酸と水酸化ナトリ

ウム水溶液がちょうど中和している水溶液を選ぶ。 

問 2 水酸化ナトリウムと食塩が混ざっている水溶液を選ぶ。 

問 3 二種類の記号で表されている(イ)と(オ)より、●は食塩を表しているとわかる。よって△は塩

酸を表している。 

問 4(1)ただし水溶液④は食塩水なので、アルミニウムを加えても気体は発生しない。 (2)燃焼と

加熱の違いを区別してほしい。 (3)(4)水溶液④は気体を発生しないので 0L。グラフはフリーハン

ドでかくが、加える水酸化ナトリウム水溶液の体積が 20cm3、80cm3、100cm3、120cm3、140cm3

のときには、方眼の交点を通ることに注意する。また、表 1 にある範囲だけではなく、0cm3から

140cm3ときの値までグラフにかき入れることが求められる。 

 

 

３ 

問 1 図 1からアサガオは双子葉類だとわかる。双子葉類に適切なものを選ぶ。 

問 2  (1)ヨウ素デンプン反応を利用した実験の手順と、必要なものを記入していく。 

    (2)日に当たり、かつ「ふ」が入っていない部分すべてに斜線をひく。 

問 3 アサガオが短日植物であるということに基づいた実験である。 

Aと Bの比較から、光を当てた時間が短いか、暗くした時間が長いかのどちらかが条件であること

がわかる。次に、Bと Cを比較する。Bでつぼみが作られ、Cでは作られなかった。ここから、 

(ア)Bより Cのほうが連続して光が当たっていた時間が短いが、つぼみは作られなかったので、当

てはまらない。 

(イ)Bも Cも光の当たる時間の合計は等しいが、Cでつぼみが作られなったため、当てはまらない。 



(ウ)Bで連続して暗かった時間が 10時間のためつぼみがつくられ、Cでは連続して暗かった時間が

5時間と短かったため、つぼみが作られなかったと考えると、最も適している。 

(エ)Bも Cも暗かった時間の合計は等しいが、Cではつぼみが作られなかったため当てはまらない。 

問 4 種子で冬越しするものを全て選ぶ。タンポポはロゼッタ、サツマイモは貯蔵根で冬を越す。 

問 5 (1)レンゲはミツバチにミツを提供する代わりに、ミツバチに花粉を運ばせる。 

(2) ①は被食-捕食関係を、②は植物がミツを提供し、虫が花粉を運ぶものを選ぶ。 

 

４ 

問 1 表の値は半径で示されているが、大小関係は変わらないので、6378km よりも小さい天体 3

つを選ぶ。 

問 2 地球の公転周期は 365日なので、太陽を中心に地球は毎日約 1度ずつ進んでいく。水星の公

転周期は 88日なので、88日後には地球が約 88度進むことから、オであることがわかる。 

問 3 太陽と水星との距離は、太陽と地球との距離の 0.39 倍であり、太陽と地球との距離は 1.5

億 kmなので、1.5億 km×0.39倍＝5850万 kmとなる。 

問 4 太陽と金星の距離は、1.5 億 km×0.72＝1.08 億 km である。地球－太陽－金星の順に一直

線に並んだときが、金星と地球が最も遠い位置関係であるので、1.5 億 km＋1.08 億 km＝2.58 億

kmとなる。 

問 5 図 2では、太陽－地球－火星の順に一直線に並んでおり、これは満月のときの月と地球の位

置関係と同じである。火星が太陽の反対にあるため、火星は日没とともに東の空から昇り、真夜中

に南中して、日の出とともに沈む。 

問 6 火星は 687日で太陽の周りを 1周しているので、1日あたりに進む角度は約 0.52度である。

365日後には、0.52×365＝189°反時計回りに進むので、イの位置となる。 

問 7 さそり座の赤い１等星の名前はアンタレスである。「アンチ・アーレス」という言葉が由来

で、「アンチ」は普段の生活の中でも「反対する人」といった意味などで用いられているので耳に

したことがあるのではないでしょうか。 

問 8 ①2020年 10月 6日の位置関係をみると、地球－火星－うお座が並んでいることから、この

文は正しい。 

②2029年 4月は図中に示されていないが、4月であれば 2014年 4月のときと同じ位置に地球はあ

る。また、問題文に 2 年 2 ヶ月ごとに地球と火星が接近することが示されていることから、2029

年 4 月の地球と火星の位置は、2014 年の地球と火星の位置とほぼ同じとみなしてよい。したがっ

て、この文は正しい。 

③ 火星と地球の距離が近いほど火星は大きく明るく見える。二つの天体の距離が特に近くなるの

は、火星がやぎ座やうお座の方角に見えるときであり、ふたご座の方に見えているときではない。 

④ 問 6より、１年後の火星は地球から見ると太陽の後ろの方角にあるため、夜に火星を見ること

は不可能である。 


